
伊勢市こども計画（若者部分）の施策について

１．目的

全てのこども・若者が、自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、身

体的・精神的・社会的に幸せな状態（ウェルビーイング）で生活を送ることができる社会

の実現を目指す。

伊勢市こども計画（仮称）は、子ども・若者計画（子ども・若者育成支援推進法）を包

含して策定していくこととしているため、思春期・青年期（若者）の支援施策について検

討する。

２．考え方

全てのこども・若者が、青年期に社会的自立を果たすことができるよう、その成長を社

会全体で応援するために、以下の３つの点から施策検討する。

・こども・若者の健やかな成長と自立に向けた支援

・こども・若者の健やかな成長を社会全体で支えるための環境整備

・困難を有するこども・若者やその家族への支援

３．施策の展開

全てのこども・若者が社会的自立を果たすことができるよう、以下の対応課題から方向

性を導き、資料４に記載の施策を展開する。

資料４－１

■ 若者の自立性や社会性を育む取組

■ 地域におけるつながりの希薄化へ

の対応

■ 各学校段階を通じ、社会的・職業

的自立に必要な能力・態度を育て

るキャリア教育、就業能力開発の

機会の充実

■ 就職支援、職業体験支援、能力開

発支援

■ 親が不安や負担を抱えやすい現状

にあり、社会全体で子育てを助け

合う環境づくり

■ 地域住民、ＮＰＯ等がこども・若者

の育成支援を支える共助の取組の

促進

■ 非行や犯罪防止に向けた取組

■ ひきこもり問題への対応

■ こども・若者、家族に対して、個々

の状況を踏まえた対応が必要

【対応課題】

自立支援

社会で支える

環境整備

困難を有する若者

や家族への支援

(1)基本的な生活習慣の形成

(2)豊かな人間性の育成

(3)社会貢献・社会参画の促進

(4)就労支援

(5)家庭・地域・学校の連携

(6)こども・若者の育成環境の
整備

(7)障がいのあるこども・若者
への支援

(8)ひきこもり支援

(9)非行・犯罪への対策とこど
も・若者への支援

(10)特に配慮が必要なこども・
若者への支援

【方向性】


